
第1回 椎葉小学校 学校運営協議会

次のテーマで、委員のみなさんに御意見をいただきました。

【テーマ】
『椎葉小「目指す児童像」を基に、学校運営協議会で
「こんな子ども」に成長してほしい』とするならば・・・ど
んな姿でしょうか？

よくあいさつができる子
思いやりのある子

引っ込み思案では
なく、堂々と言動が

できる子

他者貢献できる子
例えば、支えの必要な人を応援したり、

優しく接したりできる人

粘り強さがある子

徐々に
熟議化
して

いきました

将来的には（周り・社会に）
迷惑をかけない子

そもそも「型」に
子どもたちを
はめていいのか

子どもの本音や本心と
齟齬があるのであれば、
押しつけではないか

あいさつを･･･と
子どもたちに求め
るが、他者にあい
さつすることが難
しい時代になった。
【不審者事例多】

あいさつをする子
どもたちは、上椎葉
以外からバスで来
る・・・見ず知らずの
人も多いのも事実。

「失敗する」
「叱られる」
経験は大切

ｗell-beinｇ･･･
みんなが幸せに
は「かてーり」が

必要

日
々

た
く
ま
し
く

生
き
る
子

今日一日を
“一生懸命”生き
たと言える子

自己肯定感

利他性

困難が予想され
る時代を生き抜く
力が必要

困難に立ち向
かうことができ、
チームワークに
貢献できる子


